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関西大学独逸文学会会則
(平成7年4月31日現在）
??????
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本学会は次の会員で組織する
1． 本学ドイツ文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学ドイツ文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学ドイツ文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が会員中から推薦する任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学ドイツ文学科の助手｡および互選された学生。院生・卒業生
の若干名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額3,000円とする
本学会の事務所は本学文学部ドイツ文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
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執筆者紹介（掲朝順）
藤井啓行
丸山三友
二宮まや
吉田 卓
浜本隆志
西村明人
芝田豊彦
佐藤裕子
平井昌也
藤澤ゆうり
藪前由紀
須摩 肇
志田 章
羽根田知子
元・関西大学教授（故人）
関西大学教授
関西大学教授
大阪学院大学助教授
関西大学教授
京都学園大学専任講師
関西大学助教授
関西大学非常勤講師
関西大学大学院博士課程後期在学中
関西大学非常勤講師
関西大学大学院博士課程後期在学中
関西大学非常勤講師
関西大学非常勤講師
京都外国語大学非常勤講師
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編集後記
本号は，平成6年2月24日，定年退職直前に逝去された元文学部長・故藤井啓行教
授に捧げる追悼号です．藤井先生の人格・学識。教養の高さと，関西大学， とりわけ
ドイツ文学科に対する愛情の深さは，先生を知る全ての者が等しく賞賛して止まぬと
ころであり，その一端は，絶筆となった『大学を去るに当たって』の一文にも窺うこ
とができます．また昭和59年10月に,|日東ベルリンの森鴎外記念館の開館記念式典に
奥様と共に招待されたときの興味深いご報告は，ゲルマニスティクの大先輩でもある
鴎外に対して先生が生涯抱き続けておられた愛着の念を偲ばせてくれます．戦中派と
して常に死を眼前に見据えて生き，軍関係の学校にも在籍された先生が， し残した仕
事への断腸の思いを秘めつつ体力の限界を悟って定年延長を辞退し，淡然として運命
的な死に臨まれた姿には，鴎外が遺言状の中で一切の栄爵・勲等を拒み，墓石に「石
見の人，森林太郎」以外の一宇をも刻むことを禁じた古武士のように潔い態度と，相
通ずるものが感じられてなりません．
これら2編の転載を快く認めて下さった関西大学広報部と関西東大会に，厚くお礼
申し上げます．また編集委員会の依頼に応じて追悼文を執筆された8人の方々，及び
ナニワ印刷の松岡秀雄・吉川憲一両氏のご協力に対して，心より感謝致します．なお
本号は，関西大学より論文集等刊行補助金を受けました．
当初は追悼号を藤井先生の一周忌に間に合わせるつもりでしたが，残念ながら予定
より少し遅れました． しかし後任人事に係わる止むを得ぬ事情を汲んで，先生の霊は
この遅れを了として下さるでしょう．悠容として迫らぬ大人の風格を備えた，限り無
く懐かしい藤井啓行先生のご遺影の前に，謹んで『独逸文学』第39号を捧げます．
福岡四郎, D.シャウヴエツカー
芝田豊彦，渡辺有而
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